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2010 年 11 月 13 日，ミャンマーの民主化運動指導者であり，アジア
の女性としてはじめてノーベル平和賞を受賞したことで知られるアウンサ



























して 8 月 8 日にはじまり 9 月 18 日のクーデターによって終息を迎えた民
主化運動（8888 運動）である。この間，7 月には，ネーウィン（Ne 
Win） が ビ ル マ 社 会 主 義 計 画 党（Burma Socialist Program Party ： 
BSPP）の党議長を辞任し，表向きには 26 年にわたるネーウィン体制の
崩壊があり，9 月 18 日のクーデターによって，BSPP 体制も崩壊した。ミャ
ンマーは，大きな政治的転換点にあったといってよい。しかしながら，そ
の方向性は，3 月に始まり 8 月，9 月に全国に波及したミャンマー史上最
大の大衆運動に参加した人々の願う方向とは大きく異なっていた（１）。
クーデター介入した軍は，幹部 19 名からなる国家法秩序回復評議会















があると考えられていた国民統一党（National Unity Party ： NUP）と
国民民主連盟（National League for Democracy ： NLD）であった。
2．NLD の組織と民主化運動
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ンスーチー書記長のほかに，この 3 指導者がそれぞれ 3 名ずつ任命した
委員で構成されていた。こうした組織のもとに，各種実務委員会および地
方組織が結成されていたが，各種実務委員会のなかでとくに重要な組織と

































こうした彼女に対する人気の高まりに対して，当局側は，89 年 6 月ビ
デオテープの出版を含む印刷・出版物に対する検閲の強化を図る。明らか
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果は，NLD が，485 議席中 392 議席，NLD の姉妹政党が 4 議席を獲得
し大勝した。軍の後ろ楯があるとみられていた NUP は，わずか 10 議席を
得たのみで，議会内では取るに足らない勢力に転落した。残りの議席は，ほ
とんどが少数民族政党で，その多くは民主化勢力と考えることができた（５）。
この結果は，SLORC の大きな誤算であった。SLORC は，6 月 1 日の
情報委員会定例記者会見で，憲法問題についてふれ，今後新憲法を国会議
員が起草し，その手続きに従って「堅固な」政府に政権を委譲すると発表
した。さらに 7 月 13 日の第 100 回情報委員会記者会見では，新憲法は全
民族（135 民族），全国民が受け入れるものでなければならないとし，暗
に国会議員のみの憲法制定は許されないという方向性が打ち出された（６）。
当然のことながら，NLD 側はこうした SLORC の態度の変容に対し










政権移譲を実現するといった立場が示された。この宣言は，7 月 27 日に
SLORC が発した「布告 90 年第 1 号」で明確にされていた，国権を掌握
する目的で，暫定憲法を起草し，政府を組織するというやり方は認められ
ないという軍政の姿勢とは真っ向から対立するものであった。
SLORC はこうした NLD の動きに対し，同党の印刷物を扱っていた印
刷所を閉鎖するなど強硬な姿勢で臨むとともに，8 月 8 日にマンダレー
で発生した学生・僧侶を中心とする反 SLORC デモに関しても，これを
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主要指導者を欠いていた NLD は，対応に苦慮したが，こうした NLD
中央の対応に業を煮やした一部の当選議員が，12 月 18 日，カレン民族
同盟支配地区において，セインウィン（Sein Win）を首班とする並行政
権樹立を宣言したために，政党の存続すら危ぶまれる状況となった。12
月 26 日，NLD は，議長をアウンシュエー，書記をルインとする「穏健派」
を中心とした執行部を選出し，ティンウー，アウンサンスーチーを事実上
議長職，書記長職から解任した。その後，NLD の弱体化は加速し，翌
1991 年の 12 月 11 日には，アウンサンスーチーを党から除名せざるを得
ない状況にまで追い詰められていく（７）。
5．制憲国民会議と NLD
1992 年 4 月 23 日，健康上の理由で辞任したソーマウンに代わって登
場したタンシュエ政権は，翌日には，①政治犯の釈放，②制憲国民会議の
準備会の 2 カ月以内の開催，③制憲国民会議の 6 カ月以内の開催を公表
するが，軍の強硬路線にはとくに変更はなかった。1993 年 1 月 9 日に正
式に開催された制憲国民会議の構成メンバーをみればそのことはよくわか
る。メンバーの構成は以下のようなものであった。
（イ）政党代表 50 名。現存する合法政党 10 党から代表各 5 名ずつ。
     これは各政党が選出する。
（ロ） 総選挙で選出された議員 107 名。内訳は，6 つの政党に所属
       する当選資格を有する議員 99 名，および当選資格を有する無　










るが，当選議員 485 名中，わずか 107 名にすぎなくなっている。これは，
この時期までに選挙違反の摘発などで，当選資格を次々に剥奪されていっ
た結果である。代表総数 703 名中，いわゆる民主化勢力といえるのは，
最大に見積っても全体の 2 割程度でしかなく，残りは SLORC が選びだし
た人物で構成されていた。にもかかわらず，窮地に追い詰められていた
NLD は，制憲国民会議への参加を決定した（８）。












えを伝えた。この集会は，翌 1996 年 9 月，当局によって実力阻止される









主要指導者を欠いていた NLD は，対応に苦慮したが，こうした NLD
中央の対応に業を煮やした一部の当選議員が，12 月 18 日，カレン民族
同盟支配地区において，セインウィン（Sein Win）を首班とする並行政
権樹立を宣言したために，政党の存続すら危ぶまれる状況となった。12
月 26 日，NLD は，議長をアウンシュエー，書記をルインとする「穏健派」
を中心とした執行部を選出し，ティンウー，アウンサンスーチーを事実上
議長職，書記長職から解任した。その後，NLD の弱体化は加速し，翌
1991 年の 12 月 11 日には，アウンサンスーチーを党から除名せざるを得
ない状況にまで追い詰められていく（７）。
5．制憲国民会議と NLD
1992 年 4 月 23 日，健康上の理由で辞任したソーマウンに代わって登
場したタンシュエ政権は，翌日には，①政治犯の釈放，②制憲国民会議の
準備会の 2 カ月以内の開催，③制憲国民会議の 6 カ月以内の開催を公表
するが，軍の強硬路線にはとくに変更はなかった。1993 年 1 月 9 日に正
式に開催された制憲国民会議の構成メンバーをみればそのことはよくわか
る。メンバーの構成は以下のようなものであった。
（イ）政党代表 50 名。現存する合法政党 10 党から代表各 5 名ずつ。
     これは各政党が選出する。
（ロ） 総選挙で選出された議員 107 名。内訳は，6 つの政党に所属
       する当選資格を有する議員 99 名，および当選資格を有する無　










るが，当選議員 485 名中，わずか 107 名にすぎなくなっている。これは，
この時期までに選挙違反の摘発などで，当選資格を次々に剥奪されていっ
た結果である。代表総数 703 名中，いわゆる民主化勢力といえるのは，
最大に見積っても全体の 2 割程度でしかなく，残りは SLORC が選びだし
た人物で構成されていた。にもかかわらず，窮地に追い詰められていた
NLD は，制憲国民会議への参加を決定した（８）。












えを伝えた。この集会は，翌 1996 年 9 月，当局によって実力阻止される












しかしながら当局側は，この書簡には応えず，11 月 30 日，制憲国民
会議への無断欠席を理由に，NLD 代表 5 名および選出議員代表 86 名を
除名処分とし，制憲国民会議から NLD 関係者を排除した。さらに 1996
年 1 月に再開された国民会議においてもこれまでの基本原則に何らの修
正も加えなかった。NLD 側もボイコット姿勢を崩さず，再び両者の間に
は緊張関係が高まっていった。5 月に NLD が，総選挙実施 6 周年記念総
会を企画したことで，この緊張関係は一気に高まった。当局は，月末に開
催予定のこの総会に向けて NLD 当選議員の身柄を拘束するという手段に
出た。これに対して，NLD は，急遽，議員総会を第 1 回党大会に変更した。
5 月 26 日から 28 日にわたって開催された党大会では，独自の憲法草案
を作成するという方針が打ち出され，採択された（10）。当局側は，この






当局と NLD の緊張関係は，9 月 27 日から 29 日に開催予定であった
NLD 結党 8 周年記念集会をめぐって一段と高まり，当局は，27 日にアウ
ンサンスーチー自宅前の道路を閉鎖し，NLD の党員・支持者約 100 名の
身柄を拘束するにいたった。これを機に，自宅軟禁解放以降約 1 年間に
わたって行われてきた週末対話集会も中止せざるを得ない結果となった。
また，11 月 9 日にはアウンサンスーチーの乗った車が，ヤンゴン市内で，
約 200 名の暴徒に襲撃されるといった事件も発生した（11）。NLD 側は，襲
撃者は，大政翼賛組織として 1993 年 9 月 15 日に結成されていた連邦団
結発展協会（Union Solidarity and Development Association ： USDA）
の会員であるとの見解を発表し，当局に事件の究明を要求した（12）。この
緊張関係は，1997 年，ミャンマーの ASEAN 加入という問題などをめぐ
りながら一進一退を繰り返していく。
7．SPDC と CRPP との対立
1997 年 5 月 31 日，ASEAN は，特別外相会議で，カンボジア，ラオ
ス，ミャンマーの 3 カ国の同時加盟を決定する。また，軍事政権は 11 月
15 日，SLORC を解散し，新たに国家平和発展評議会（State Peace and 
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さらに，NLD はこの大会決議に従って，6 月 23 日付で，60 日以内，つ
まり 8 月 21 日までに国会の招集を要求する書簡を，SPDC に送付した（13）。
NLD 側のこうした行動は，軍政側にとっては，大きな衝撃であった。
SPDC は，再び NLD 党員の身柄拘束や当選議員の移動制限を強化するとと











Parliament ： CRPP）の設立である。9 月 16，17 日に中央執行委員と選











SPDC と NLD の溝は決定的となり，当局による NLD に対する弾圧，反
NLD キャンペーンは強化され，2000 年 9 月 21 日，アウンサンスーチー
は再度自宅軟禁状態に置かれることになる。
8．3 度目の自宅軟禁と民主化運動















6 日より開始された約 1 カ月にわたる上ミャンマーへの遊説行は，両者の
溝の深さを露呈する結果となった。5 月 30 日，NLD 側が「ディべーイン
の虐殺」と称する遊説中のアウンサスーチー一行への襲撃事件が勃発した。
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2007 年 9 月，最終的な憲法の基本原則が出され制憲国民会議は閉会し
たが，この基本原則も，1994 年当時のものとほとんど変わらず，2009
年には，国民投票で採択された。






NLD は，2010 年 4 月 6 日付で声明を発し，1990 年総選挙結果を無視す
る SPDC の姿勢を批判するとともに，新たに制定された選挙法，政党登
録法の不当性を訴え，これらの法にのっとった形での政党登録と総選挙へ
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アウンサンスーチーの自宅軟禁によって弱体化した NLD は，1990 年
総選挙まで組織の維持が最重要課題となり，表立った活動はせず，総選挙
の 1 カ月ほど前から，「スーが勝ってこそ幸せになれる」といったスロー















1993 年に，軍政の肝煎りで USDA が設立される。USDA の主要幹部は
軍関係者であり，かつ組織の最大の構成員は公務員であった。USDA 幹部
が，自ら称するようにこの NGO は，GONGO（Government Organized 
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の 1 カ月ほど前から，「スーが勝ってこそ幸せになれる」といったスロー
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2010 年総選挙は，USDA が政治政党化した連邦団結発展党（Union 





NLD の存在が依然として大きな意味をもつ。軍部が USDP 体制を支持し
ながら，USDP 対アウンサンスーチー・NLD の対立図式が表面的には出
来上がったのである。USDP のアウンサンスーチーや NLD に対する姿勢
がどのようなものになるか未だ不透明ではあるが（18），対立の図式の基本
は，USDP・（軍部）対 . アウンサンスーチー・NLD となったのである。
第 3 節　アウンサンスーチーの思想と政治姿勢
第 1，2 節でみてきたように，1988 年のクーデター以降，民主化運動
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1988  9 月 18 日 国軍， クーデターにより全権掌握。 SLORC 政権成立。 ソーマウンが議長に就任。
 9 月 30 日 NLD 政党登録 （アウンサンスーチーは書記長として登録）。
10 月 30 日 地方遊説開始。
1989  4 月 5 日 ダヌービュー事件， アウンサンスーチー国軍士官から銃口を向けられる。
 6 月 21 日 ミィニゴン事件発生。 アウンサンスーチー， 当局に一時身柄拘束。 解放以降， 市
内各所で演説会を開催。
 7 月 19 日 殉難者の日の式典に出席を拒否。
 7 月 20 日 当局により， 自宅軟禁。
1990  5 月 27 日 総選挙実施。 NLD 圧勝。
 7 月 19 日 サハロフ賞受賞。
1991 10 月 14 日 ノーベル平和賞受賞。
12 月 11 日 NLD， アウンサンスーチーを党から除名。
1992  4 月 23 日 タンシュエ政権成立。
1993  1 月 9 日 制憲国民会議開催。
1995  7 月 10 日 自宅軟禁から解放。
 8 月 週末， 対話集会が本格化。
10 月 10 日 NLD， 書記長に復活。
11 月 27 日 NLD， 制憲国民会議の運営方法に関する抗議書を提出。 当局との対話が実現す
るまで， 制憲国民会議をボイコットする決定。
1996  5 月 26 〜
28 日
NLD， 第 1 回党大会を開催。 独自の憲法草案作成を決議。
 9 月 27 日 SLORC， アウンサンスーチー自宅前の道路を閉鎖， 党員多数を拘束。 週末， 対
話集会の開催を実力阻止。
11 月 9 日 アウンサンスーチー襲撃事件。 NLD は USDA の関与があったとし， 当局に真相
究明を要求。
1997 11 月 15 日 SLORC 解散， SPDC 成立。
1998  6 月 25 日 アウンサンスーチーが何者かによって殴打される事件が発生。 NLD 側は， 警備部
隊によるものと非難。
 7 月 7 日 バゴーへ向かったアウンサンスーチー一行が警察により通行阻止。一泊車内籠城。
 7 月 24 日 エーヤーワディーへ向かったアウンサンスーチー一行が， 再び通行を阻止される。
車内籠城。
 7 月 29 日 官憲が車内に乗り込み， アウンサンスーチーを強制送還。
 8 月 12 日 アウンサンスーチー再び，エーヤーワディーへ向かい，官憲によって通行阻止され，
車内に籠城。
 8 月 24 日 籠城を自ら中止。
 9 月 17 日 NLD， CRPP 設立。
2000  9 月 21 日 当局により， 自宅軟禁。
2002  5 月 6 日 自宅軟禁から解放。
 6 月 地方遊説再開。
2003  5 月 30 日 ディべーインでアウンサンスーチー一行襲撃事件発生。 アウンサンスーチー当局
により身柄を保護されたのち， 自宅軟禁へ。
2008  5 月 29 日 新憲法成立。
2010 11 月 7 日 総選挙実施。 USDP 大勝。
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1988 年 8 月 8 日のデモ・ストから盛り上がるいわゆる民主化運動
は，ひとつの特徴をもっていた。それは，当初から「デモクラシー
の獲得」がメインスローガンではなかった点である。
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（ 1 ）3 月事件から 8，9 月の民主化運動に至る経緯については，伊野［1992b］を参照。






（ 5 ）1990 年総選挙の結果の詳細とその分析に関しては伊野［1992c：14-41］を参照。
（ 6 ）この間の SLORC の政権移譲に関する対応の変遷の詳細については，伊野［1991：
65-78，1992a：63-71］を参照。
（ 7 ） こ の 件 に 関 し て は， “Union of Myanmar Multiparty Democracy General 
Election Commission Press Release No. 38/91,” ［Working People`s Daily ： 16 
December, 1991］で公表された。
（ 8 ）制憲国民会議の目的や構成の詳細については，伊野［2001：52-54］参照。































（22）代表的なものとしては，Aung San Suu Kyi［1991b, 1997a, 1997b, 1997c］など
がある。











（28）たとえば，アウンサンスーチー［1996：94-98, 101-102, 111, 119, 122-123, 128, 
133, 139-141, 143, 151, 156-157, 161-165, 167-168, 173-175, 179, 181-187, 193-195, 201, 
207-208, 213, 232, 242-244, 254, 256-257］など。




（32）1995 年 9 月 30 日の対話集会での発言（伊野［2001：140］）。
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